
学校不適応からゲームに依存し、不登校状態となっている中学１年男子

【ジェノグラム】

中学１年 小学４年

【経過】
幼児期 ・多動性や衝動性の高さが目立つ。

就学後

小学２年

小学３～４年

小学５～６年

・他児と口論になったり、すぐに手が出たりとトラブルになることが多い。

・学校のすすめで小児科を受診し、「ADHD」の診断。→父母が服薬に抵抗があり、受診は中断。

・他児とのトラブルはあるが、仲の良い友達はいる。

・言動が幼く、他児との振る舞いに差が出てきて、仲の良い友達がだんだん減っていく。

・学校を休みがちとなり、学習面の遅れも出てくる。

・同時期に、オンラインゲーム（※）にのめり込むようになる。

・ゲームを通じてやりとりするインターネット上の仲間との関係を重視し、学校の友人関係は希薄

になる。

中学入学 ・生活リズムが崩れ、昼夜問わずゲームに明け暮れ、入浴もしない。

・ほとんど登校できない。

・父母がゲームを取り上げようとしたことで、親子関係が悪化し、父母の言うことを全く聞かなくなる。

※はまっているゲーム
「フォートナイト」、
「荒野行動」などの
バトルロイヤルゲーム
（武器と防具を探しな
がら敵を全員倒して
最後の１人になること
をめざす）

リアルな人間関係がうまく築けず、ゲーム内
のコミュニティで評価してもらうことを求め、
一層ゲームにのめり込んでいる。

担任の訪問時に雑談には応じる時もあるが、
登校の促しには拒否する。

父母は学校以外に相談先はなく、
どう対応したらよいかわからず、
途方に暮れている。


